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いくつかの物質の乱用が
HIV感染のリスク行動を増加させる

1. Baum MK, et al. J Acquir Immune Defic Syndr. 2009;50:93-992. 2. Theall KP, et al. AIDS Behav. 2006;10:169-178.

• アルコール：リスク行動の増加

• オピオイド：特に精神疾患を併発している患者において、その使用が感染と伝播
に関連している。

• このような薬物を注射する針の使用もリスクを伴う。

• コカイン／クラック：精神刺激薬。リスク行動を増加させ、HIV感染症の進行も増
加させる1。

• メタンフェタミン：禁欲と判断力を低下させ、性的興奮を高めるきわめて依存性
の強い薬物

• メチレンジオキシメタンフェタミン（エクスタシー、モーリー）：

• 非常に深い親近感をもたらし、これがリスクの高い性行動につながる可能性があ
る。

• エクスタシー使用者は、非使用者よりもHIVやその他の性感染症に感染する危険性が少
ないと感じている可能性がある2。
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